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問題と目的
近年の運動部活動は，二つの転換期を経て改革が進められてきた。最初の
転換期では，２０１２年に大阪市の高等学校の運動部において顧問教師の体罰
に起因する生徒の自殺事案が発生したことを契機に，運営体制や指導方法の
見直しが進められた。次の転換期では，２０１４年にOECD（経済協力開発機
構）による国際教員指導環境調査（TALIS，２０１３）の結果が公表され，放
課後の課外活動の指導時間が参加国平均の２．１時間に対して７．７時間である
など，教師の長時間労働が明らかにされた１）。この調査を機に，以前から問
題視されてきた教師の長時間労働の実態が社会問題として取り上げられ，そ
の影響は運動部活動にも波及した２）。これ以降，運動部活動に関するいくつ
かの実態調査が実施され，顧問教師の指導力不足や校務と部活動指導の両
立，ワーク・ライフ・バランス等が問題や課題となっていることが報告され
た３）４）。
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２０１７年３月告示の「中学校学習指導要領」では，部活動において，学校
や地域の実態に応じた運営上の工夫を行い，持続可能な運営体制を整備する
必要性が示された。そして，文部科学省は，２０１７年に学校教育法施行規則
を改正し，単独での部活動顧問になることも可能な部活動指導員を制度化し
た。続いて，２０１８年には「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドラ
イン」を策定し，適切な運動部活動運営のための体制整備や休養日等の設
定，生徒のニーズを踏まえたスポーツ環境の整備等の必要性を示した。最近
の運動部活動に係る改革は，「チームとしての学校５）」の実現と教師の働き方
改革の推進を目指した，学校体制の整備が中心に行われてきたと言える。
しかしながら，上述したような運動部活動改革の陰に隠れて，運動部活動
の教育的意義を検討する機会がなおざりにされることは，学校教育としての
運動部活動の形骸化を招く恐れがある６）。そのため，運動部活動が，今後も
学校教育の一環として有効に機能するためには，運動部活動の教育的意義を
改めて問い直すことが必要である。次に，中学校運動部活動の教育的意義に
ついて述べる。
中学校に入学すると，人間関係や学習環境など生徒を取り巻く環境は変化
する。加えて，運動部に入部することにより，初めて本格的にスポーツに取
り組む生徒も多い。更に生徒の発達段階が，児童期から青年期へと変化し，
自己の内面への関心や他者に対する意識を高めるようになる。
このように，新たな環境への適応と発達段階に応じた成長が求められる状
況において，自らの興味や関心により集まった生徒で形成される中学校運動
部活動は，自己肯定感や自己有用感の向上，自主的・自立的に行動する資
質・能力の形成，対人関係の構築など，生徒の自己指導能力と社会的リテラ
シー（社会を読み解く力）の形成を促進する生徒指導の重要な機能として作
用することが推察される。
５）文部科学省 中央教育審議会（２０１５）「チームとしての学校の在り方と今後の改善
方策について（答申）」文部科学省，pp．３-８
６）川口厚（２０１９）「過渡期にある部活動─教育的意義の再考─」『月刊生徒指導』第
４９巻第３号，pp．６０-６３
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それでは，教師は中学校運動部活動の教育的意義についてどのように捉え
ているのであろうか。西島ら（２００７）は，教師が人間関係上の効能を部活動
の教育的意義として掲げている可能性を示唆している７）。仁木（２０１０）は，
校長や教員が中学生の基本的生活習慣の形成における部活動の教育的効果を
高く評価していることを示している８）。川口（２０１７）は，教師は中学校部活
動が生徒の自己肯定感の向上や多様な人間関係の形成に資する教育活動であ
ると捉えていることを示されている９）。また，スポーツ庁の調査（２０１８）で
は，中学校運動部顧問教師は，部活動指導において，生徒の自発性・主体性
の尊重と育成，チームワーク・協調性・共感といった内容を重視する傾向に
あることが報告されている１０）。
ところで，学校教育は学習指導と生徒指導からなる。そして，生徒の興
味・関心に基づき自主的，自発的な参加により行われる部活動は，生徒指導
の機能が生かされる場や機会が多く，生徒指導の重要な機能として作用して
きた１１）。しかしながら，中学校運動部活動と生徒指導の機能を関連付けた学
術的な研究は少なく，生徒に育む社会的な資質・能力に関する調査研究及び
エビデンスが不十分であったと思われる。
他方，公立中学校の運動部活動は，子どもの貧困問題やひとり親家庭の増
加などが問題視されている中で，家庭環境や経済的な問題で習い事や外部の
スポーツチームに通うことのできない生徒の受け皿となってきた１２）。また，
これまでの学校では，保護者や地域にとって教師による部活動顧問が当たり
７）西島央・矢野博之・中澤篤史（２００７）「中学校部活動の指導・運営に関する教育
社会学的研究─東京都・静岡県・新潟県の運動部活動顧問教師への質問紙調査を
もとに─」『東京大学大学院教育学研究科紀要』第４７巻，pp．１０１-１３０
８）仁木幸男（２０１０）「部活動と中学生の基本的生活習慣の形成─中学校長・部活動
顧問に対する教育的効果の意識調査─」『日本特別活動学会紀要』第１８号，
pp．６２-７１
９）川口厚（２０１７）「公立中学校の部活動における外部指導員の活用に関する研究」
『生涯教育学会論集』３８，pp．６１-７０
１０）前掲４）
１１）佐々木正昭（２００４）『生徒指導の根本問題』日本図書センター，pp．２０４-２０５
１２）川口厚（２０１６）「公立中学校における部活動の教育的意義と今日的課題に関する
研究」『日本生涯教育学会論集』３７，p．１００
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前のこととされてきた。加えて，部活動は，教育課程外の教育活動であるた
め，曖昧な位置づけのまま指導方法や指導内容は顧問教師に依存してきた。
そのため，学校では，部活動を通して形成される資質・能力について改めて
検討されることがなかったと思われる。
中学校運動部活動を，学校教育の一環として教育課程と関連した教育活動
として位置づけるためには，２０１８年の運動部活動の在り方に関する総合的
なガイドライン策定以降の中学校運動部活動の実態を踏まえ，中学校運動部
活動における生徒指導の積極的な意義に焦点をあてた研究により，中学校運
動部活動を通して形成される資質・能力を明らかにする必要がある。そし
て，公立中学校は，学校と家庭，地域との関係が密接である。地域や社会教
育関係団体等との連携を視野に入れた今後の運動部活動における持続可能な
運営体制について検討する上でも，公立中学校を調査対象とすることは重要
な意義がある。
そこで，本研究では，中学校運動部活動における生徒指導の意義について
の実証的研究を行うため，中学校教師を対象とした質問紙調査を実施する。
このことを通して，部活動指導の問題と課題尺度を作成し，運動部顧問教師
が抱える部活動指導における問題と課題について探索的に検討する。次に部
活動指導尺度を作成し，運動部活動を通して形成される社会的な資質・能力
について運動部顧問教師がどのように捉えているのかを探索的に検討する。
なお，生徒指導には，特別に支援を要する生徒を対象とした消極的（治療
的・対処療法的）な生徒指導とすべての生徒を対象とした積極的（予防・開
発的）な生徒指導の２つの方向性がある。本研究における部活動指導尺度
は，中学校運動部活動における積極的な生徒指導を対象とする。
１０ 桃山学院大学経済経営論集 第６１巻第４号
表１ 調査対象者一覧
方法
１．質問紙調査用紙の作成
中学校教師を対象としたインタビュー調査で得た知見 川口（２０１７）１３），
先行研究で使用された項目１４）１５），平成２９年度運動部活動等に関する実態調
査１６），文部科学省平成２９年度全国学力・学習状況調査生徒質問紙１７）をもと
に，筆者と教育学を専門とする研究者２名，教育社会学を専門とする研究者
１名により質問紙調査用紙を作成した。
２．調査対象者
質問紙調査は，関西地区A市の教育委員会及び中学校校長会の了解のも
と，全１７校の学校長宛に質問紙調査用紙を同封し郵便により送付した。そ
の結果，中学校教師２８１名から回答があった（表１）。そのうち，記入漏れ
のなかった２２６名を分析対象とした。
１３）前掲９）
１４）新井陽介（２００５）「サークル集団における先輩後輩間行動の構造」筑波大学」筑
波大学博士学位論文，付表 pp．１-７２
１５）小野雄大・庄司一子（２０１５）「部活動における先輩後輩関係の研究─構造，実態
に着目して─」『教育心理学研究』第６３巻第４号，pp．４３８-４５２
１６）スポーツ庁（２０１８）「平成２９年度運動部部活動等に関する実態調査報告書」，
pp．６９-７０
１７）文部科学省 国立教育政策研究所（２０１７）「平成２９年度全国学力・学習状況調査
質問紙調査報告書」，pp．１７０-１７２
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３．調査時期と手続き
調査は，２０１８年７月中旬以降８月中旬を目途に実施を依頼した。そして，
質問紙調査は，４件法による自己評価で実施された。調査の方法は，レター
パックにより調査用紙と返送用のレターパックを発送し，学校ごとに取りま
とめて返送するよう依頼した。なお，質問紙調査の実施に当たっては，「桃
山学院大学研究倫理委員会」に「人を対象とする研究倫理審査申請」を行
い，その委員会から承認を得ている。
結果
１．公立中学校運動部活動における顧問教師が抱える問題と課題についての
検討
「部活動を担当していて，あなたは，次のことをどの程度問題・課題に感
じていますか」といった設問に対する回答の得点化を行った。得点化では各
項目に「とても当てはまる」（４点），「まああてはまる」（３点），「あまりあ
てはまらない」（２点），「まったくあてはまらない」（１点）を与え，平均値
と標準偏差等，基礎統計量を算出した（表２）。
（１）因子分析結果
教師が，部活動指導における問題と課題についてどのように捉えているか
を明らかにするために，２１項目について因子分析を行った。分析では，
SPSSを使用し最尤法により因子を抽出した。固有値の変化は，６．８５，
１．９４，１．５７，１．３３，１．１３・・・，というものであり，５因子構造が妥当である
と考え，最尤法・Promax回転による因子分析を行った。因子負荷が１つの
因子について．３５以上であり，複数の因子に．３５以上の負荷を示さない項目
を選出したところ，最終的に表３の３因子に決定した。回転前の５因子で
２１項目の全分散を説明する割合は，６０．９％であった。
第１因子は５項目で構成されており，「部活動に加入する生徒の非行への
１２ 桃山学院大学経済経営論集 第６１巻第４号
表２ 質問項目の平均値と標準偏差
表３ 部活動指導の問題と課題尺度の因子分析結果（Promax回転後の因子パター ン）
n=２２６
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対応」「部活動に加入する生徒による暴力行為への対応」「部活動に加入する
生徒の不登校への対応」「部活動に加入する生徒のいじめへの対応」など，
部活動における問題行動や不登校といった予防的・課題解決的な生徒指導に
関わる内容の項目が高い負荷を示している。そこで，「予防的・課題解決的
生徒指導」因子と命名した。
第２因子は４項目で構成されており，「家族と過ごす時間が少ない」「プラ
イベートの時間が少ない」「配偶者や家族の理解が得られない」など，教師
のワーク・ライフ・バランスに関わる内容の項目が高い負荷を示している。
そこで，「ワーク・ライフ・バランス」因子と命名した。
第３因子は３項目で構成されており，「部活動に加入する生徒の保護者と
の関係構築」「部活動に加入する生徒との関係構築」「専門的な技術指導力の
不足」といった部活動における保護者や生徒との関係性に関わる内容の項目
が高い負荷を示している。そこで「保護者・生徒との関係性」因子と命名し
た。
（２）下位尺度間の関連と信頼性の検討
部活動指導の問題と課題尺度の３つの下位尺度に相当する項目の平均値を
算出し，「予防的・課題解決的生徒指導」下位尺度得点（M＝１１．６７，SD＝
３．６１），「ワーク・ライフ・バランス」下位尺度得点（M＝１１．６９，SD＝
３．０１），「保護者・生徒との関係性」下位尺度得点（M＝８．１３，SD＝２．１７），
とした。内的整合性を検討するために各下位尺度のCronbachのα係数を算
出したところ，「予防的・課題解決的生徒指導」でα＝．８６，「ワーク・ライ
フ・バランス」でα＝．８１，「保護者・生徒との関係性」でα＝．７５であっ
た。部活動指導の問題と課題尺度の３つの下位尺度はお互いに有意な正の相
関を示した（表４）。
（３）部活動指導の問題と課題尺度の下位尺度における得点差の分析
本項では，部活動指導の問題と課題尺度の下位尺度における得点差につい
１４ 桃山学院大学経済経営論集 第６１巻第４号
表５ 部活動指導の問題と課題尺度の下位尺度における運動部・文化部の差（t検定）結果
て探索的に検討するため，①顧問教師における運動部・文化部の差，②運動
部顧問教師における経験年数差，③運動部顧問教師における経験年数別によ
る実技経験差の３点について分析した。その結果を以下に述べる。
① 顧問教師における運動部・文化部の差の分析
部活動指導の問題と課題尺度における得点について，運動部顧問教師と文
化部顧問教師の差について検討するため t検定を行ったところ，運動部群の
ほうが文化部群よりも，「ワーク・ライフ・バランス」において有意に高い
得点を示していた（t＝２．１９，df＝２１９，p＜．０５）（表５）。
② 運動部顧問教師における経験年数差の分析
部活動指導の問題と課題尺度における得点について，運動部顧問教師の経
験年数差を検討するため，若手教師群（教職経験１０年未満 n＝８４）・中堅
教師群（教職経験１０年～２０年未満 n＝３８）・ベテラン教師群（教職経験
２１年以上 n＝３４）の差について分散分析を行った。「予防的・課題解決的
生徒指導」で主効果が認められ（F（２，１５３）＝５．９１，p＜．０１），Tukey法
表４ 部活動指導の問題と課題尺度の下位尺度間相関と信頼性係数
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表６ 部活動指導の問題と課題尺度の下位尺度における運動部顧問教師の
経験年数差（分散分析）結果
による多重比較の結果，中堅教師が若手教師・ベテラン教師よりも有意に高
い得点を示していた。「ワーク・ライフ・バランス」でも主効果が認められ
（F（２，１５３）＝４．０３，p＜．０５），Tukey法による多重比較の結果，中堅教師
がベテラン教師よりも有意に高い得点を示していた（表６）。
③ 運動部顧問教師における経験年数別による実技経験差の分析
部活動指導の問題と課題尺度における得点について，運動部顧問教師の経
験年数別による実技経験差を検討するため t検定を行った（表７）。「保護
者・生徒との関係性」では若手教師において実技経験あり群よりも実技経験
表７ 部活動指導尺度の問題と課題下位尺度における運動部顧問教師の
経験年数別による実技経験差（ t検定）結果
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表８ 質問項目の平均値と標準偏差
なし群の方が有意に高い得点を示していた（t＝-２．７１，df＝８２，p＜．０１）。
そして，中堅教師においても実技経験あり群よりも実技経験なし群の方が有
意に高い得点を示していた（t＝-２．６９，df＝３６，p＜．０５）。
２．公立中学校運動部活動を通して形成される社会的な資質・能力について
の検討
「教科や特別活動（生徒会活動・学校行事を含む）などと比べて，部活動
をするからこそ生徒に形成される資質・能力は何だと思いますか」といった
設問に対する回答の得点化を行った。得点化では各項目に「とても当てはま
る」（４点），「まああてはまる」（３点），「あまりあてはまらない」（２点），
「まったくあてはまらない」（１点）を与え，平均値と標準偏差等，基礎統計
量を算出した（表８）。
（１）因子分析結果
教師が，部活動指導を通して形成される資質・能力についてどのように捉
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えているかを明らかにするために，２３項目について因子分析を行った。分
析では，SPSSを使用し最尤法により因子を抽出した。固有値の変化は，
１２．６３，２．０２，１．２９・・・というものであり，３因子構造が妥当であると考え，
最尤法・Promax回転による因子分析を行った。因子負荷が１つの因子につ
いて．３５以上であり，複数の因子に．３５以上の負荷を示さない項目を選出し
たところ，最終的に表６の３因子に決定した。回転前の３因子で２３項目の
全分散を説明する割合は，６９．３％であった。
第１因子は７項目で構成されており，「後輩のお手本となるよう態度や行
動に意識をする」「目上の人や先輩に敬語をつかう」「先輩後輩の縦の人間関
係を築く」など，部活動における先輩後輩関係に関わる内容の項目が高い負
荷を示している。そこで，「先輩後輩関係」因子と命名した。
第２因子は７項目で構成されており，「相手の意見を丁寧に聴く」「自分の
表９ 部活動指導尺度の因子分析結果（Promax回転後の因子パター ン） n=２２６
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表１０ 部活動指導尺度の下位尺度間相関と信頼性係数
意見を相手に分かりやすく伝える」「人から頼まれたことは最後までやり遂
げる」「同級生にアドバイスをする」など，部活動における仲間との関係性
に関わる内容の項目が高い負荷を示している。そこで，「関係性」因子と命
名した。
第３因子は３項目で構成されており，「仲間から自分のことを認められる」
「仲間から信頼される」「自分のよいところを見つける」といった部活動にお
ける自己有用感の形成に関わる内容の項目が高い負荷を示している。そこで
「自己有用」因子と命名した。
（２）下位尺度間の関連と信頼性の検討
部活動指導尺度の３つの下位尺度に相当する項目の平均値を算出し，「先
輩後輩関係」下位尺度得点（M＝２３．４２，SD＝３．８８），「関係性」下位尺度
得点（M＝２１．９２，SD＝３．９９），「自己有用」下位尺度得点（M＝９．６３，SD
＝１．９１），とした。内的整合性を検討するために各下位尺度のCronbachの
α係数を算出したところ，「先輩後輩関係」でα＝．９２，「関係性」でα
＝．９０，「自己有用」でα＝．９３であった。部活動指導尺度の３つの下位尺度
はお互いに有意な正の相関を示した（表１０）。
（３）部活動指導尺度の下位尺度における得点差の分析
本項では，部活動指導尺度の下位尺度における得点差について探索的に検
討するため，①顧問教師における運動部・文化部の差，②運動部顧問教師に
おける経験年数差，③運動部顧問教師における経験年数別による実技経験差
の３点について分析した。その結果を以下に述べる。
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表１１ 部活動指導尺度の下位尺度における運動部・文化部の差（ t検定）結果
表１２ 部活動指導尺度の下位尺度における運動部顧問教師の経験年数差
（分散分析）結果
① 顧問教師における運動部・文化部の差の分析
部活動指導尺度における得点について運動部顧問教師と文化部顧問教師の
差を検討するため t検定を行ったところ，運動部群のほうが文化部群よりも
「先輩後輩関係」において有意に高い得点を示していた（t＝２．２７，df＝２１９，
p＜．０５）（表１１）。
② 運動部顧問教師における経験年数差の分析
部活動指導尺度における得点について，運動部顧問教師の経験年数差を検
討するため，若手教師群（教職経験１０年未満）・中堅教師群（教職経験１０
年～２０年未満）・ベテラン教師群（教職経験２１年以上）の差について分散
分析を行ったところ有意な差は見られなかった（表１２）。
③ 運動部顧問教師における経験年数別による実技経験差の分析
部活動指導尺度における得点について，運動部顧問教師の経験年数別によ
る実技経験差を検討するため t検定を行った（表１３）。「先輩後輩関係」に
ついては若手教師における実技経験あり群と実技経験なし群の差が有意傾向
であった（t＝１．６７，df＝８２，p＜．１０）。「関係性」については若手教師にお
いて実技経験なし群よりも実技経験あり群のほうが有意に高い得点を示して
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表１３ 部活動指導尺度の下位尺度における運動部顧問教師の経験年数別による
実技経験差（ t検定）結果
いいた（t＝２．４４，df＝８２，p＜．０５）。「自己有用」については若手教師にお
いて実技経験なし群よりも実技経験あり群のほうが有意に高い得点を示して
いた（t＝２．２７，df＝８２，p＜．０５）。しかし，中堅教師・ベテラン教師におい
ては，すべての下位尺度について有意な差は見られなかった。
考察
本研究の目的は，中学校運動部活動における生徒指導の意義についての実
証的研究を行うため，部活動指導の問題と課題尺度を作成し，運動部顧問
教師が抱える部活動指導における問題と課題について探索的に検討すること
であった。次に，部活動指導尺度を作成し，運動部活動を通して形成される
社会的な資質・能力について中学校教師がどのように捉えているのかを探索
的に検討することであった。本項では，これらの結果について考察してい
く。
第１に，部活動指導の問題と課題尺度における運動部顧問教師と文化部顧
問教師の差を算出した。その結果，運動部群のほうが文化部群よりも，
「ワーク・ライフ・バランス」において有意に高い得点が示された。このこ
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とから，運動部顧問教師は，文化部顧問教師と比べ，平日の残業で帰宅時間
が遅くなってしまうことや，土日や休日における練習や試合の引率等により
プライベートの時間や家族と過ごす時間が少ないことによりワーク・ライ
フ・バランスに課題を感じているものと考えられる。
次に，部活動指導の問題と課題尺度における運動部顧問教師の経験年数の
差を算出した。その結果，「予防的・課題解決的生徒指導」において中堅教
師が若手教師・ベテラン教師よりも有意に高い得点が示された。また，
「ワーク・ライフ・バランス」においても中堅教師がベテラン教師よりも有
意に高い得点が示された。これまでの研究において内田ら（２０１８）は，３０
代・４０代の中学校教師は，２０代・５０代に比べて部活動顧問がストレスを伴
うものとして，より強く意識されていることを指摘している１８）。また，長谷
（２０１７）によると，中学校中堅教師は，組織に及ぼす影響度が低いものから
高いものまで複層的な生徒指導上の危機に直面していることが示されてい
る１９）。本研究の結果では，学校のミドルリーダーとして校務の中核を担って
いる中堅教師が，予防的・課題解決的な生徒指導やワーク・ライフ・バラン
スに問題や課題を感じている傾向が示されている。こうしたことから，本研
究の結果は，生徒指導上の諸問題が複雑化・多様化している公立中学校の実
態を示したものであり，上に示した先行研究の指摘を支持するものであると
考えられる。
そして，部活動指導の問題と課題尺度における運動部顧問教師の経験年数
別による実技経験差を算出した。その結果，若手教師と中堅教師において実
技経験なし群のほうが実技経験あり群よりも，「保護者・生徒との関係性」
において有意に高い得点が示された。これは，内田ら（２０１８）による中学校
教師は自分が中高時代に未経験の部を任されることをストレスに感じている
１８）内田良・上地香杜・加藤一晃・野村駿・太田知彩（２０１８）『調査報告 学校の部
活動と働き方改革─教師の意識と実態から考える』岩波ブックレット９８９，
pp．２８-３５
１９）長谷守紘（２０１７）「中学校教師が直面する生徒指導上の危機とそのサポート─校
内外の身近なサポート源の有効活用を目指して─」名古屋大学博士論文，pp．５３
-６８
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という報告と類似する結果であると考えられる２０）。実技経験のない若手教師
や中堅教師ほど，技術力の向上や大会での成果を期待する保護者や生徒との
人間関係の構築に苦悩している実態が推察される。
第２に，部活動指導尺度における運動部顧問教師と文化部顧問教師の差を
算出した。その結果，運動部群のほうが文化部群よりも，「先輩後輩関係」
において有意に高い得点が示された。教師は，運動部活動において先輩が後
輩に技術指導を行うことや後輩が先輩を手本として活動に取り組むといっ
た，＜先輩－後輩＞からなる縦の人間関係の機能が作用していると捉えてい
る可能性が示唆される。
そして，部活動指導尺度における運動部顧問教師の経験年数別による実技
経験差を算出した結果，若手教師において実技経験あり群のほうが実技経験
なし群よりも，「先輩後輩関係」において有意傾向が認められ，「関係性」
「自己有用」において有意に高い得点が示された。これは，内田ら（２０１８）
のによる若手の教員が部活動顧問の楽しさを享受しているという報告と類似
する結果であると考える２１）。
これに加えて，運動部活動は中堅教師やベテラン教師に比べて教職経験年
数の少ない若手教師にとって，自らの実技経験に基づき指導力を発揮できる
重要な機会だと捉えられているのではないだろうか。
現代の日本社会では核家族化・少子化が進行し，生徒は，親や教師以外の
大人や異年齢の仲間と交流する機会が減少している。中村（２０１２）が指摘す
るように，学校教育の重点を３R’s，つまり，読み・書き・算に加えて第４
のR（人間関係 Relation）にも置くことが求められている２２）。反面，現在
の学校では，主として学級を基礎集団とした同年齢集団による教育活動が行
われる。そのため，先輩が後輩に技術指導を行うことや後輩が先輩を手本と
２０）前掲１８），pp．５５-５７
２１）前掲１８），pp．２８-３５
２２）中村豊（２０１２）「積極的生徒指導のための授業カリキュラム開発についての研究
─子どもの基礎的人間力養成の授業実践とその有効性の検証─」関西学院大学博
士学位論文，pp．４４-４８
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して自らの成長を目指すことなど，＜先輩－後輩＞からなる縦の人間関係に
より日常的に集団活動が行われることは，生徒会や学校行事で行われる異年
齢集団活動とは異なる運動部活動の特質である。また，上下関係や異年齢集
団で構成される人間関係は，学校や企業，地域等，日本のあらゆる社会や，
組織・集団に存在している２３）。このことからも，運動部活動は，生徒の社会
的な資質・能力の形成に資する生徒指導としての重要な機能であると言え
る。
生徒指導は，教育課程内外において機能として作用してきた。それゆえ，
生徒指導は，教育課程の領域の枠内で指導と評価が行われる各教科や道徳等
の教育活動とは違って，生徒の社会的な資質・能力の向上にどのように影響
しているのかについて検討することが困難であった。本研究では，部活動指
導の問題と課題尺度を作成し，２０１８年の運動部活動の在り方に関する総合
的なガイドライン策定以降，中学校教師が運動部活動を通して生徒の社会的
な資質・能力の形成に取り組む反面，いじめや不登校といった予防的・課題
解決的な生徒指導の対応や保護者・生徒との関係構築に問題や課題を抱えて
いることが明らかにされた。また，部活動指導尺度を作成し，公立中学校運
動部活動における生徒指導の意義を探索的に検討し明らかにしてきた。これ
らのことは本研究の成果であり，これからの運動部活動のあり方を検討する
うえで貴重な示唆を得られたと考える。
今後の課題
本研究を通して，公立中学校運動部活動における生徒指導の意義につい
て，顧問教師が抱える問題や課題を踏まえて検討することができた。しかし
ながら，今回，中学校教師を対象とした調査研究は１市にとどまる。これか
らの中学校運動部活動のあり方を検討していくためには，本研究で得られた
結果を基礎研究とし，他の地域を対象とした調査が必要であると考える。他
方，筆者は，中学校運動部活動における生徒指導の意義について多様な視点
２３）中根千枝（１９６７）『タテ社会の人間関係』講談社現代新書，pp．７０-７６
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から検討するため，大学生を対象とした質問紙調査研究を進めている。本研
究で得た知見と大学生を対象とした質問紙調査研究で得た知見を踏まえ，更
なる検討を加えていきたい。このことが今後の課題である。
（かわぐち・あつし／経済学部准教授／２０１９年９月２６日受理）
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An Examination of the Significance of Guidance and
Counseling in Extracurricular Sport Activities of Public
Junior High Schools
Based on results of a Questionnaire of Junior High School
Teachers
KAWAGUCHI Atsushi
Abstract
In previous research, there have been few empirical studies on the
positive significance of guidance and counseling in the extracurricular sport
activities of public junior high schools. Therefore, in this research I
conducted a questionnaire survey aimed at junior high school teachers, and
analyzed and considered the positive significance of guidance and
counseling in the extracurricular sport activities of public junior high
schools. I made a scale and considered the problems and tasks that
teachers have in teaching during extracurricular sport activities. As a
result, compared with young teachers and veteran teachers, mid-career
teachers may have felt that it was difficult to prevent problem behavior by
students in extracurricular sport activities and to harmonize their own
work and life. I then made another scale and considered what junior high
school teachers think regarding the kind of student competence that would
be fostered through extracurricular sport activities. As a result, it was
suggested that young teachers who have practical experience in
extracurricular sport activities may be aware of the positive significance of
guidance and counseling in extracurricular sport activities compared with
young teachers without practical experience in extracurricular sport
activities.
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